
(  )

研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
九
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

教

授

市
野
澤

潤

平
（
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

准
教
授

木

村

春

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授

栗

原

健
（
宗
教
学
・
近
世
Å
Ÿ
À
史
）

准
教
授

間

瀬

幸

江
（
Ñ
å
ï
μ
文
学
・
演
劇
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

宮

原

育

子
（
地
理
学
・
地
域
資
源
論
・
観
光
}
`
d
N
Œ
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

清

水

禎

文
（
教
育
学
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）

准
教
授

高

橋

陽

一
（
日
本
近
世
史
・
旅
行
史
・
歴
史
資
料
保
全
学
）



(  )

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）

教

授

天

童

睦

子
（
女
性
学
）

教

授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

教

授

吉

村

典

子
（
西
洋
美
術
・
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

井

上

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客

員

研
究
員

岩

川

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員

遠

藤

~
h
Œ
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客

員

研
究
員

犬

飼

公

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
東
北
学
院
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政
学
）

客

員

研
究
員

折

笠

芽

衣
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
四
研
究
所
副
手
・
Ù
ú
å
ï
Å
美
術
）

客

員

研
究
員

片

瀬

一

男
（
東
北
学
院
大
学
教
授
・
教
育
社
会
学
・
計
量
歴
史
社
会
学
）

客

員

研
究
員

菊

池

勇

夫
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
世
史
）

客

員

研
究
員

木

曽

恵

子
（
東
北
学
院
大
学
I
Š
r
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
»
Ÿ
地
域
研
究
・
´
6

ï
¼
ú
研
究
）



(  )

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）

客

員

研
究
員

後

藤

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

早

坂

優

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客

員

研
究
員

土

屋

純
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
地
理
学
）

客

員

研
究
員

安

田

容

子
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助
教
・
生
L
物
文
化
誌
〈
人
g
動
物
m
関
係
史
〉
・
日
本
近
世

美
術
史
〈
地
方
文
人
・
画
人
研
究
〉）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
'
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』
№


『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№




(  )

三

二
〇
一
九
年
度
研
究
所
活
動
報
告

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
一
九
年
七
月
二
七
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
仙
台



十
三
階




§
ú
Ã
ï
³
Â
4
仙
台

×
ú
ç

十
三

）

「
多
文
化
共
生
社
会
基
本
法
―
地
方
m
実
践
J
‹
考
G
‘
」

講
師

山

脇

啓

造
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
）

講
師

市

瀬

智

紀
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮
城
教
育
大
学
教
員
¨
9
æ
›
研
究
機
構
教
授
）

講
師

河

森

佳
奈
子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

静
岡
県
N
‹
V
・
環
境
部
理
事
）

講
師

清

水

孝

夫
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

石
巻
市
国
際
±
ú
ª
ç
友
好

事
務
局
長
）

講
師

村

上

伸

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
沼
市
議
会
議
員
）

講
師

田

所

希
衣
子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

「
外
国
人
m
子
h
„
・
±
Ù
ú
Ä
m
会
」
（
仙
台
市
）
代
表
）

講
師


・

・
Þ
æ
μ
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

協
賛

本
学
研
究
Ò
å
ï
Ã
4
ï
«
事
業
・
地
域
子
h
„
学
研
究
·
ï
»
ú

公
開
研
究
会

二
〇
一
九
年
六
月
十
四
日
（
金
）
午
後
四
時
二
〇
分
Š
Œ
午
後
五
時
五
〇
分
（
＝
本
学
内
E
t
¦
Ñ
6
）

「
子
h
„
m
育
`
˜
尊
u
g
C
E
R
g

―
子
h
„
m
視
点
j
立
.
^
¯
Û
:
Ç
Â
4
形
成
˜
考
G
‘
」



(  )

講
師

新

免

信

美
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

T
N
‹
K
I
J
子
h
„
m
園

代
表
）

共
催

本
学
研
究
Ò
å
ï
Ã
4
ï
«
事
業
・
地
域
子
h
„
学
研
究
·
ï
»
ú

二
〇
一
九
年
九
月
二
一
日
（
土
）
午
前
十
時
三
〇
分
Š
Œ
午
後
十
二
時
（
＝
本
学
講
義
館

三
○
四
教
室
）

「
共
感
・
共
苦
m
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
m
倫
理
˜
考
G
‘
―
性
m
多
様
性
g
人
権
˜
t
}
G
e
―
」

講
師

新

免

貢
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」
主
催
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
九
年
八
月
二
四
日
（
火
）
午
後
一
時
三
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
（
＝
本
学
講
義
館

五
○
六
教
室
）

「
不
確
実
性
˜
ƒ
O
‘
人
類
学
的
考
察
」

講
師

井

口

暁
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員


）

講
師

吉

直

佳
奈
子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
）

講
師

阿
由
葉

大

生
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
）

講
師

碇

陽

子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

明
治
大
学
政
経
学
部
専
任
講
師
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

渡

邊

日

日
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
）

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
（
金
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
六
時
（
＝
本
学
人
文
館

五
四
九
大
会
議
室
）

発
表
一

``A
T

ale
o
f

T
w

o
M

a
p
s:

A
S
tu

d
y

o
f

B
ritish

C
arto

g
rap

h
y

P
ractice

a
n
d

th
e

S
p
atia

l
V

isu
a
lisa

tio
n

o
f



(  )

V
a
ra

n
asi''

講
師

°
ª
Â
・
Ú
Ô
ú
³
:
・
Ú
Å
¡
（
京
都
大
学
大
学
院
›
´
›
・
›
Ñ
æ
¦
地
域
研
究
研
究
科
）

発
表
二
「
東
北
»
Ÿ
農
村
m
£
Ÿ
´
ï
«
g
´
6
ï
¼
ú

移
動
者
˜
支
G
‘
高
齢
女
性
m
事
例
J
‹
」

講
師

木
曽

恵
子
（
日
本
学
術
振
興
会/

宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

南
出

和
余
（
神
戸
女
学
院
大
学
准
教
授
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

松
尾

瑞
穂
（
国
立
民
族
博
物
館
准
教
授
）

四

所
員
消
息
（
二
〇
一
九
年
四
月
―
二
〇
二
〇
年
三
月
）

市
野
澤

潤

平

教
授

論
文
「
¼
Ÿ
Ò
・
¯
ï
Ð
:
ú
»
ú
g
減
圧
症
æ
μ
ª

観
光
¼
Ÿ
Ï
ï
«
j
I
P
‘
身
体
感
覚
／
能
力
m
増
強
g
æ
μ
ª
認
知
」

『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
第
四
三
巻
四
号
%
二
〇
一
九
年
三
月
）

解
説
「
¼
ú
ª
À
ú
æ
¶
Ü
m
素
直
i
描
L
方

」
『
北
陸
人
類
学
研
究
会
Ç
:
ú
¶
è
»
ú
』
第
二
八
号
%
二
〇
一
九
年
三
月
）

学
会
報
告
「
不
確
実
性
m
人
類
学
j
向
P
e
」
日
本
文
化
人
類
学
学
界
大
五
十
三
回
研
究
大
会
・
東
北
大
学
（
二
〇
一
九
年
六
月
二

日
）

今

林

直

樹

教
授

著
書
『
地
域
m
構
築
・
記
憶
・
風
景
』
（
晃
洋
書
房
%
二
〇
二
〇
年
三
月
）

学
会
報
告
「
´
9
ï
＝
Ñ
å
ï
¹
ë
＝
Ì
Ÿ
à
ú
ç
g
歴
史
社
会
学
」
新
潟
県
・
朱
鷺
Ý
8
·
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
十
九
日
）



(  )

木

村

春

美

准
教
授

論
文``Id

en
tity

d
ev

elo
p
m

en
t

th
ro

u
g
h

stu
d
y

ab
ro

ad
e
x
p
e
rie

n
ce

s:
S
to

ried
a
cco

u
n
ts,''

S
tu

d
ie

s
in

S
e
co

n
d

L
a
n
g
u
a
g
e

L
e
a
rn

in
g

a
n
d

T
e
ach

in
g
,
9
:3

4
7
3

4
9
3
,
2
0
1
9
.
講
演
「
R
g
o
m
学
r
g
協
同
」
宮
城
協
同
教
育
˜
学
u
会
・M

A
P

研
究
会

公
開
ë
ú
ª
³
;
8
Ó

於

宮
城
学
院
女
子
大
学

（
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
九
日
）

講
演
「
外
国
語
教
育
f
大
切
j
V
^
C
R
g

小
中
連
携
j
向
P
e
」
仙
台
地
区
小
学
校
教
育
研
究
会
・
名
取
市
教
育
研
究
会

外

国
語
研
究
部
会
授
業
研
究
会

於

名
取
市
~
h
Œ
台
中
学
校
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
七
日
）

学
会
発
表``In

v
estig

atin
g

S
eco

n
d

L
a
n
g
u
a
g
e

P
ro

n
u
n
cia

tio
n

A
n
x
ie

ty
in

C
o
n
tex

ts,''
T

o
p
ics

in
A

p
p
lie

d
L

in
g
u
istics:

C
la

ssro
o
m

-O
rie

n
te

d
R

ese
a
rch

,

（O
p
o
le,

P
o
lan

d

）
（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
四
日
）

学
会
発
表``B

R
A

IN
T

h
in

k
T

an
k
s:

C
o
n
ce

p
t,

C
o
n
ten

t,
C

o
lla

b
o
ra

tio
n
,''

JA
L

T
In

tern
a
tio

n
a
l
co

n
fe

re
n
ce

2
0
1
9
,
W

IN
C

A
ich

i,

（N
a
g
o
y
a

）
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
日
）

九

里

順

子

教
授

論
文
「
木
下
夕
爾
『
笛
˜
吹
N
q
g
』

―
不
在
m
æ
›
æ
Â
4

―
」
（『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
五
四
号

二
〇
一
九
年
七
月
）

論
文
「
木
下
夕
爾
「
生
L
‹
’
‘
」
g
C
E
生
L
方
」
（
『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
二
九
号

二
〇
二
〇
年
三
月
）

書
評
「
青
木
亮
人
『
近
代
俳
句
m
諸
相
』
」
（『
鬣
』
七
一
号

二
〇
一
九
年
五
月
）

書
評
「
齋
藤
愼
爾
『
逸
脱
X
‘
批
評
』
」
（
『
『
鬣
』
七
二
号

二
〇
一
九
年
八
月
）

書
評
「
「
鬣T

A
T

E
G

A
M

I

」
七
二
号
評
」
（
『
鬣
』
七
三
号

二
〇
一
九
年
一
一
月
）



(  )

書
評
（
一
句
評
）
「
渡
辺
白
泉
」
（
『
鬣
』
七
三
号

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

書
評
「
西
池
冬
扇
『
高
浜
虚
子
・
未
来
w
m
触
手
』
」
（
『
鬣
』
七
四
号

二
〇
二
〇
年
二
月
）

俳
句
「
一
陽
来
復
」
（『
鬣
』
七
一
号

二
〇
一
九
年
五
月
）

俳
句
「
光
‘
水
」
（
『
鬣
』
七
二
号

二
〇
一
九
年
八
月
）

俳
句
「
風
鎮
」
（
『
鬣
』
七
三
号

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

俳
句
「
遥
J
i
空
」
（『
鬣
』
七
四
号

二
〇
二
〇
年
二
月
）

£
8
·
Ÿ
「
山
m
遠
近
法
」
（
『
鬣
』
七
一
号

二
〇
一
九
年
五
月
）

£
8
·
Ÿ
「
Ú
8
½
˜
覗
N
」
（
『
鬣
』
七
二
号

二
〇
一
九
年
八
月
）

£
8
·
Ÿ
「
固
有
名
詞
m
力
」
（
『
俳
壇
』
二
〇
一
九
年
八
月
）

£
8
·
Ÿ
「
始
}
Œ
m
想
像
力
」
（『
鬣
』
七
三
号

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

£
8
·
Ÿ
「
瞼
m
窓
」
（
『
鬣
』
七
四
号

二
〇
二
〇
年
二
月
）

£
8
·
Ÿ
「
木
下
夕
爾
・
陰
影
m
詩
人
」
（
『
俳
壇
』
二
〇
二
〇
年
三
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
五

c
‹
c
‹
c
o
L
」
（
『
鬣
』
七
一
号

二
〇
一
九
年
五
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
六

風
景
j
音
K
見
G
‘
」
（『
鬣
』
七
二
号

二
〇
一
九
年
八
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
七
「
死
™
f
„
」
歌
謡
曲
」
（『
鬣
』
七
三
号

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
八

犀
星
%
硝
子
戸
g
遊
u
」
（
『
鬣
』
七
四
号

二
〇
二
〇
年
二
月
）

報
告

人
文
社
会
科
学
研
究
所
二
〇
一
九
年
度
第
一
回
研
究
会
「
室
生
犀
星
%「
終
•
Œ
m
A
g
T
L
」
m
往
還
」
（
五
月
二
四
日
於



(  )


五
四
九
）

栗

原

健

准
教
授

書
評

P
e
te

r
N

E
S
C

O
,
In

d
ivid

u
a
lity

in
E

a
rly

M
od

ern
Ja

p
a
n
:
T

h
in

k
in

g
for

O
n
eself.

(
R

en
a
issa

n
ce

Q
u
a
rterly

V
o
l.7

2
,

N
o
.2

,
p
p
.6

4
4

6
4
5
)

新
刊
紹
介

S
u
sa

n
L

.
E

IN
B

IN
D

E
R

,
A

fter
th

e
B

la
ck

D
eath

:
P
la

g
u
e

a
n
d

C
om

m
em

ora
tion

am
on

g
Iberia

n
Jew

s.

（『
西
洋

中
世
研
究
』
十
一
号
%
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
%
一
七
五

一
七
六
頁
）

K
are

n
S
E

R
R

E
S
,
B

ru
eg

el
in

B
la

ck
a
n
d

W
h
ite:

T
h
ree

G
risailles

R
eu

n
ited

.

（『
西
洋
中
世
研
究
』
十
一
号
%
二
〇
一
九

年
一
二
月
三
一
日
%
一
八
八
頁
）

研
究
発
表
「
£
æ
²
Õ
μ
・
Ó
ú
ç
Ø
ú
使
用
m
教
科
書
j
c
C
e
（
一
八
八
六
年
～
一
八
九
二
年
）
」
（
第
二
回
å
ï
¦
μ
»
ú
神

学
校
調
査
報
告
会

於
å
ú
Ë
¡
²
ú
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂

二
〇
一
九
年
十
月
三
日
）

研
究
会
報
告

「
『
幽
霊
Û
±
』
伝
説
˜
読
‚
～
中
世
・
近
世
Å
Ÿ
À
j
I
P
‘
「
異
界
」
g
m
往
還
～
」
（
第
三
回
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文

社
会
学
研
究
所
公
開
研
究
会

二
〇
一
九
年
九
月
二
七
日
）

本
学
¨
æ
μ
Ä
教
講
座

「
聖
書
f
C
`
o
™
m
『
不
憫
¨
9
å
』
―
『
居
眠
Œ
窓
J
‹
墜
落
男
』
g
『
C
L
i
Œ
外
’
N
W
使
徒
』
」
（
二
〇
一
九
年
六

月
六
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」）

「
同
W
釜
m
Ý
³
˜
食
.
^
Ÿ
£
μ
―
聖
書
g
食
x
„
m
m
美
味
V
C
関
係
」
（
二
〇
一
九
年
七
月
七
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï



(  )

»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」
）

「
『
L
Š
V
R
m
夜
』
_
P
f
n
i
J
.
^
«
ç
ú
Ì
ú
―
十
九
世
紀
¥
ú
μ
Ä
æ
›
m
z
m
{
m
・
z
.
R
Œ
系
Û
±
曲
」

（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
八
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」）

間

瀬

幸

江

准
教
授

研
究
発
表
「
´
é
Å
5
j
聴
N

―
消
費
T
’
‘
戦
没
者
m
声

―
」『
第
一
回

声
m
c
i
K
Œ
研
究
会
』
（
主
催

声
m
主
体
j

Š
‘
文
化
・
社
会
構
築
研
究
会

於
©
9
å
æ
ú
½
Ñ
æ
«
æ

二
〇
一
九
年
九
月
五
日
―
六
日
）

論
文``S

u
r

u
n
e

n
o
u
v
e
lle

m
ise

e
n

sc
àen

e
d
e

L
a

g
u
erre

d
e

T
roie

n
'a

u
ra

p
a
s

lieu
a
u

Ja
p
o
n
'',

in
C

ah
iers

Jea
n

G
ira

u
d
ou

x

2
0
1
9
,
n

°47

―G
ira

u
d
o
u
x

àa
la

sc
àen

e
h
ie

r
e
t

au
jo

u
rd

'h
u
i,

C
lassiq

u
e

G
a
rn

ie
r,

p
p
.
2
6
3

2
7
4
.

論
文
「
二
一
世
紀
m
教
養
教
育
g
学
習
主
体
化
推
進
j
関
X
‘
一
考
察

―
「
第
二
外
国
語
」
g
「
基
礎
演
習
」
˜
切
Œ
口
g
V
e

―
」『
研
究
論
文
集
』
一
二
八
・
一
二
九
合
併
号
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
%
二
〇
一
九
年
一
二
月
）

講
演
「
美
V
L

裏
切
Œ

戦
間
期
Ñ
å
ï
μ
m
挿
絵
本
文
化

―
¼
ð
4
8
Å
g
¼
å
Ç
6
μ
m
仕
事
J
‹

―
」
宮
城
学
院
女

子
大
学

人
文
社
会
科
学
研
究
所
第
二
八
回
公
開
講
演
会

二
〇
二
〇
年
一
月
一
一
日
(

³
ï
Ù
´
¡
Ü
報
告
書
編
纂
「
³
ï
Ù
´
¡
Ü

声
˜
聴
N

声
˜
V
‘
X

二
一
世
紀
教
養
教
育
考
」
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究

所
研
究
年
報
』
第
四
八
号
所
収

新

免

貢

教
授

論
文
「
共
感
・
共
苦
m
¨
æ
μ
Ä
教
倫
理
～
性
m
多
様
性
g
人
権
g
m
関
連
f
～
愛
敵
論
」
（
本
学
『
研
究
論
文
集
一
二
八

一
二
九

合
併
号
』
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
六
日
%
一

三
〇
頁
）



( ? )

著
書
『
「
新
」
¨
æ
μ
Ä
教
入
門

実
践
編
～
共
存
・
共
生
・
共
創
˜
ƒ
U
V
e
～
』
燦
葉
出
版
社
%
二
〇
二
〇
年
二
月
十
五
日
%

全
二
〇
〇
頁
）

書
評
「
Î
£
é
Ç
:
Ü
μ
研
究
j
Š
.
e
際
限
i
N
開
J
’
^
Â
ª
μ
Ä
分
析
m
新
^
i
地
平
―
加
藤
哲
平
著
『
Î
£
é
Ç
:
Ü
μ

m
聖
書
翻
訳
』
（
教
文
館
%
二
〇
一
八
年
）
―
」
（
京
都
â
¼
à
思
想
学
会
編
『
京
都
â
¼
à
思
想
』
第
十
号
%
二
〇
一
九
年
六

月
二
十
九
日
%
二
二
二

二
三
五
頁
）

¯
å
Ü

「
書
N
論
理
f
n
i
N
%
V
…
x
‘
論
理
˜

」
（
±
»
Ã
ú
¯
å
Ü
「W

ith

・M
s.

」
◯
（
『
河
北
新
報
』
）
二
〇
一
九
年
七

月
十
八
日
）

「
融
通
m
利
N
世
界
g
i
‘
^
ƒ
j
」
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
月
報
『
公
同
通
信
』
二
七
一
号
%
二
〇
一
九
年
三
月
十

六
日
）

「
復
興
Ü
ú
Å
m
陰
f
」
（
同
%
二
七
三
号
%
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
六
日
）

「
真
実
i
生
L
方
K
祈
Œ
g
i
‘
」
（
同
%
二
七
五
号
%
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
一
日
）

「
R
m
国
m
片
隅
J
‹
」
（
同
%
二
七
六
号
%
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
九
日
）

「
息
n
V
e
C
}
Z
™
K
%
生
L
e
C
}
X
」
（
同
%
二
七
八
号
%
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
四
日
）

「
赦
V
g
正
義
」
（
同
%
二
八
〇
号
%
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
六
日
）

研
究
発
表

「
共
感
・
共
苦
m
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
m
倫
理
˜
考
G
‘
―
性
m
多
様
性
g
人
権
˜
t
}
G
e
」
（
本
研
究
所
・
性
m
多
様
性
g
人



( @ )

権
委
員
会
協
賛
公
開
研
究
会
%
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
一
日
%
講
義
館

三
◎
四
教
室
）

講
演

「
生
産
T
’
e
C
N
『
C
W
ƒ
』
『
自
死
』
―
R
’
f
„
心
K
痛
}
i
C
m
J
」
（
日
本
基
督
教
団
兵
庫
教
区
教
育
部
・
関
西
神

学
塾
共
催
報
告
集
会
%
二
〇
一
九
年
五
月
日
二
十
五
日
%
日
本
基
督
教
団
兵
庫
教
区
ª
æ
μ
½
9
ï
·
ï
»
ú
）

「
原
発
事
故
後
%
¨
æ
μ
Ä
教
m
福
音
宣
教
m
質
˜
問
E
」
（
日
本
基
督
教
団
兵
庫
教
区
被
災
者
生
活
支
援
・
長
田
·
ï
»
ú
・

関
西
神
学
塾
共
催
「
福
島
県
飯
舘
村
立
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
『
図
工
授
業
協
力
』
報
告
集
会
%
二
〇
一
九
年
六
月
二
十

六
日
%
日
本
基
督
教
団
兵
庫
教
区
ª
æ
μ
½
9
ï
·
ï
»
ú
）

「
I
題
目
J
‹
共
感
・
共
苦
w
m
転
換
―
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
m
倫
理
―
」
（
一
般
社
団
法
人
¨
æ
μ
Ä
教
学
校
教
育
同
盟
東
北
・

北
海
道
地
区
教
育
研
究
集
会
大
学
部
会
%
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
二
日
%
仙
台
§
ú
Ã
ï
Í
è
μ
）

「
異
端
%
¦
ç
Ä
%
¨
æ
μ
Ä
教
」
（
阪
神
宗
教
者
m
会
例
会
%
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
三
日
%
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
福
寺
）

「
拙
著
『
「
新
」
¨
æ
μ
Ä
教
入
門

』
j
対
X
‘
反
響
j
寄
Z
e
」
（
二
〇
一
九
年
度
関
西
学
院
大
学
神
学
部
兵
庫
成
全
会
%

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
七
日
%
日
本
基
督
教
団
宝
塚
教
会
）

「
持
続
可
能
i
}
`
d
N
Œ
―
『
Ì
Õ
ç
m
塔
』
˜
教
訓
g
V
e
」
（
岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
生
活
科
学
科
授
業
「
住

宅
m
構
造
」
%
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
日
%
共
通
講
義
棟
三
〇
九
）

「L
G

B
T

g
大
学
～
宮
城
学
院
女
子
大
学
m
取
Œ
組
~
J
‹
」
（
北
星
学
園
大
学
μ
Û
μ
Û
8
³
;
ï
·
ï
»
ú
運
営
委
員
会

主
催
%
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
七
日
%
北
星
学
園
大
学
）



( A )

講
座関

西
神
学
塾
／
政
治
・
宗
教
思
想
研
究
会
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
資
料
室
）

「
『
「
新
」
¨
æ
μ
Ä
教
入
門

』
（
燦
葉
出
版
社
）
j
対
X
‘
反
応
g
\
m
吟
味
」
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
九
日
）

「
¨
æ
μ
Ä
教
的
解
釈
原
理
―``H

e
ad

s
I

w
in

,
ta

ils
y
o
u

lo
se''

―
」
（
同
）

「
原
始
¨
æ
μ
Ä
教
m
宣
教
m
視
野
―
μ
ª
Â
à
人
g
m
関
連
f
―
」
（
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
日
）

「
«
Ê
ú
³
μ
g
«
Ê
ú
³
μ
主
義
―
定
義
˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
―
」
（
同
）

「
解
放
m
Ó
é
·
μ
m
実
践
的
・
知
的
共
有
」
（
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
四
日
）

「
Ÿ
£
μ
m
歴
史
性
・
可
視
性
・
触
知
性
˜
ƒ
O
‘
第
一
ä
Ë
É
一
章
一

－

四
節
%
第
一
¯
æ
ï
Ä
二
章
七
節
%
並
r
j
%
\

m
他
m
Â
ª
μ
Ä
m
相
互
比
較
g
分
析
（
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
五
日
）

「L
G

B
T

˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
―
¨
æ
μ
Ä
教
m
枠
組
~
m
捉
G
直
V
˜
視
野
j
入
’
e

」
（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
七
日
）

「L
G

B
T

˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
―
¨
æ
μ
Ä
教
m
枠
組
~
m
捉
G
直
V
˜
視
野
j
入
’
e

」
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
二
日
）

「
『
Ì
Õ
ç
m
塔
』
再
考
―
預
言
g
知
恵
―
」
（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
四
日
）

本
学
生
涯
学
習
講
座
（
講
義
館

四
〇
四
）

「
言
葉
m
共
創
」
「
三
段
櫂
船
m
最
下
層
m
労
苦
―
ç
¦
福
音
書
序
文
（
一
・
一

－

四
）
j
寄
Z
e
」
（
二
〇
一
九
年
五
月
十
八

日
）

「
日
雇
C
労
働
者
m
^
g
G
―
\
V
e
下
J
‹
順
番
K
変
•
‘
」
「
広
瀬
健
一
死
刑
囚
（
二
〇
一
八
年
死
刑
執
行
）
手
記
『
学
生

m
皆
様
w
』
m
問
C
J
P
」
（
二
〇
一
九
年
六
月
一
日
）



( B )

「
見
失
•
’
^
羊
m
^
g
G
―
合
理
性
m
基
準
˜
問
E
」
（
二
〇
一
九
年
六
月
十
五
日
）

「
´
9
μ
Â
4
μ
g
n
h
E
C
E
R
g
J
―
冤
罪
・
死
刑
」
「
空
m
思
想
」
（
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
九
日
%
七
月
二
十
日
）

「
Ÿ
£
μ
m
原
風
景
˜
伝
G
‘
物
語
三
例
―
法
n
人
m
^
ƒ
j
%
民
衆
w
m
熱
狂
的
m
ƒ
Œ
R
~
%
権
力
批
判
」
（
二
〇
一
九
年

八
月
三
日
）

調
査
活
動

飯
舘
村
現
況
調
査
（
福
島
県
飯
舘
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